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環境マネジメントシステム

※再発防止しよう。予防はもっと大事

（トップダウン）

※宣言しよう

4.2
環境方針

反映

4.3.1
環境側面

4.3.2
法的及びその他要求事項

4.5.2
順守評価

4.6
マネジメントレビュー

※環境との関わりを調べよう

※法律や顧客からの約束を
調べて守ろう

※法律や顧客からの約束が
守られているか確認しよう

※活動の振り返り、反省、
経営者の決意を聞こう

4.5.3
不適合及び是正処置予防処置

反映

反映

反映

4.3.3

目
的
・
目
標
及
び
実
施
計
画

※

改
善
の
テ
ー
マ
と
達
成
の
た
め
の
計
画
を
作
ろ
う

4.4.1 資源、役割、責任及び権限

4.4.2 力量、教育訓練及び自覚

4.4.3 コミュニケーション

4.4.6 運用管理

4.4.7 緊急事態への準備及び対応

4.5.1 監視及び測定

4.5.5 内部監査

※資源を提供し役割分担を決めておこう

※しっかりできるように学ぼう

※情報を交換しよう

4.4.4
4.4.5 文書・文書管理

※方針やルールは、しっかりと書いておこう

※ルールに基づいて実行しよう

※“もしも”の時に備えよう

※自分たちでチェックしよう



内部監査
内部監査とは、各部署ごとに半年に1回、他部署の

監査員によっておこなう監査のことです。監査員は、
他部署を新鮮な目で見て確認し、問題を表面化さ
せます。内部監査は、自分たちで問題を発見し解
決する重要な監査です。

内部監査教育
ISOを2015年度版に更新するために、内部監査員のスキルアップ講習を行いました。
3日に分けて49名の内部監査員が受講しました。
また新規役職者、担当者を内部監査員として養成するために教育を行い、
新たに3名の内部監査員を任命しました。

外部監査
内部監査だけでは見つけられない隠れた問題点
を解決するべく、 ISOの認証機関に依頼して
外部監査を実施しています。
今回は、ISO9001(2008年度版)、
ISO14001(2004年度版)の維持審査を行い、
審査を無事通過しました。

76期 内部監査の結果

不適合事項 0 件

推奨事項 9 件

76期 外部監査の結果

不適合事項 0 件

改善の機会 0 件

確認事項 3 件



環境に関する法令順守

工場排出水の測定結果

基準値は、県又は市町村で定めている値より厳しい値に自社設定し対応しております。また、水質調査に関し
ては届出不要の水準ではありますが、自主的に測定を行っております。

項目 基準値 実測値

pH 5.2～8.8 7.5

BOD 480mg/l未満 1mg/l

COD 128mg/l未満 0.6 mg/l

SS 480mg/l未満 1mg/l

n-ﾍｷｻﾝ 24mg/l未満 0.5mg/l

項目 基準値 実測値

山形本社工場 65dB 40~55 dB

山形第二工場 65dB 40~56 dB

項目 基準値 実測値

ばいじん濃度 0. 12 g/Nm3 0.04g/Nm3未満

硫黄酸化物 K=14.0ppm 1ppm未満

窒素酸化物 144ppm 45ppm

煤煙発生施設の測定結果

敷地境界線騒音の測定結果



緊急事態対応訓練
危険物などの漏洩が起きた時や災害時などの緊急事態を想定した訓練を行いました。

（山形本社工場・山形第二工場 10月実施）

河川などの汚染防止措置
漏洩時に河川などを汚染しないように油漏れセンサーやバルブなどで対策を行っております。

緊急事態対応訓練時に対応方法の説明を行っております。



環境教育
新入社員や中途採用の社員に対して

入社時に環境に関する教育を行っており
ます。

また、従業員全員に手引きを配布し、理
解度を深めるような取り組みも行って
おります。

専門教育
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環境について専門的な教育が必要
な場合は、その都度教育を行っており
ます。

今期は1名担当社員が配属されたた
め、XRFの操作や環境調査の仕方など
の専門教育を行いました。

RoHS指令??
REACH規則。

SVHC!!!



CO2原単位・排出量実績

CO2削減活動
■材料乾燥機を省エネタイプに変更
■棟の出入口に高速シャッター、カーテンを設置し、冷暖房の省エネ
■暖房設備（赤外線ヒーター）を省エネタイプに変更
■一部成形機を油圧式から電動式へ変更（1台）
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CO2原単位
排出量(CO2-t)/生産高(百万円)

0.237 0.241 0.248 0.270 0.287

CO2排出量((CO2-t)
電力ガスの使用量×係数

3,010 3,601 3,701 3,751 4,017

CO2原単位
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排出量(CO2-t)/生産高(百万円) CO2-t



廃棄物排出量実績

廃棄物の削減活動
■透明ビニールを分別し一部を有価物化
■セキュリティに配慮しながら印刷時に裏紙の使用を推薦
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産業廃棄物 57 75 73 70 150

有価物 356 413 403 420 381
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有価物の一部が中国情勢の影響により廃棄物に変更になり、大幅な増加となりました。



廃棄物現地確認

廃棄物業者の現地確認を行いました。
許可証の内容確認や法令順守などを
チェックシートに基づき確認を行い、
間違いなく処理業務が行われているのを
確認できました。

廃棄物業者 実施月

一般・産業廃棄物処分・収集運搬業者 11月

産業廃棄物処分業者 3月

産業廃棄物処分業者 4月



その他の活動

■ペットボトルキャップの回収
■テプラのカートリッジ回収
■5S委員による社内の巡回清掃など

■商工会議所が主催している天童駅の清掃作業に参加しました。


